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静かに佇む現在の阿曽隧道。
歴史の語り部としての姿を留めている。▶

▲国道 8 号の黒崎隧道北側から▲国道 8 号の黒崎隧道北側から
　捉えた阿曽隧道　捉えた阿曽隧道

　

国
道
８
号
を
敦
賀
に
向
け
て
海
岸
沿
い

に
南
下
し
、
阿
曽
集
落
を
過
ぎ
る
と
ロ
ッ

ク
シ
ェ
ー
ド
が
見
え
て
く
る
。
注
意
深
く

観
察
す
る
と
、
そ
の
海
岸
側
に
県
内
最
古

と
さ
れ
る
「
阿あ

そ曽
隧ず
い
ど
う道
」
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

最
初
の
隧
道
が
穿
た
れ
た
の
は
明
治
９

年
で
あ
る
。
当
時
の
敦
賀
県
が
、
敦
賀
か
ら

杉す
い

津づ

経
由
で
北
進
す
る
海
岸
道
路
（
東
ひ
が
し
う
ら浦

道み
ち

）を
計
画
し
た
際
に
建
設
さ
れ
た
。
当
時
、

福
井
県
は
敦
賀
県
と
し
て
、
敦
賀
に
県
庁

が
置
か
れ
、
県
庁
所
在
地
を
巡
っ
て
福
井

と
敦
賀
が
対
立
し
て
い
た
。
敦
賀
県
に
と
っ

て
、
最
大
都
市
で
あ
る
福
井
と
の
交
通
網

整
備
は
急
務
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
政
府
の
改
革
に
よ
り
敦

賀
県
は
廃
止
さ
れ
る
。
福
井
を
含
む
北
東

部
は
石
川
県
へ
、
敦
賀
・
小
浜
を
含
む
南

西
部
は
滋
賀
県
へ
と
分
割
編
入
さ
れ
、
道

路
計
画
は
一
時
中
断
し
た
が
、
隧
道
だ
け

は
残
さ
れ
た
。
こ
の
分
割
に
対
し
福
井
側

で
は
激
し
い
反
発
が
起
き
、
明
治
14
年
に

至
っ
て
よ
う
や
く
現
在
の
「
福
井
県
」
が

設
置
さ
れ
た
。

　

新
県
発
足
後
の
大
き
な
課
題
は
、
荷
車
や

人
力
車
が
通
行
で
き
る
「
車
道
」
の
整
備
で

あ
っ
た
。
す
で
に
敦
賀
に
鉄
道
は
開
通
し
て

い
た
が
、
福
井
と
の
陸
路
は
依
然
と
し
て
険

し
い
木き

の
芽め
と
う
げ
峠
越
え
の
旧
街
道
に
頼
っ
て
お

り
、
物
流
の
大
き
な
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。

　

福
井
の
産
業
発
展
に
は
敦
賀
ま
で
の
車
道

開
削
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
福
井
商
法

会
議
所
（
現
商
工
会
議
所
）
は
組
織
を
挙
げ

て
運
動
を
展
開
し
た
。
武
生
か
ら
海
岸
沿
い

に
敦
賀
へ
繋
が
る
新
道
「
春か
す
が日
野の

道み
ち

」
の
建

設
を
熱
望
し
た
の
で
あ
る
。

　

福
井
会
議
所
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
寄
付
金

募
集
の
運
動
が
実
っ
て
、
こ
の
道
路
は
県
、

国
当
局
に
認
可
さ
れ
明
治
18
年
８
月
に
武

生
、敦
賀
の
両
端
か
ら
工
事
が
着
工
さ
れ
た
。

杉
津
以
南
は
か
つ
て
の
東
浦
道
を
再
整
備
す

る
こ
と
に
な
り
、
明
治
16
年
の
大
雨
で
崩
落

し
て
い
た
阿
曽
隧
道
も
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま

れ
た
。
当
時
の
資
料
に
よ
る
と
、
阿
曽
隧
道

は
長
さ
51
メ
ー
ト
ル
、
幅
３
・６
メ
ー
ト
ル
。

坑
門
口
（
出
入
口
）
は
石
積
み
だ
が
、
内
部

は
岩
盤
が
堅
固
な
こ
と
も
あ
り
素
掘
り
の
ま

ま
整
備
さ
れ
た
。

　

明
治
20
年
、
待
望
の
春
日
野
道
が
開
通
し

た
。
奇
し
く
も
こ
の
年
は
、
福
井
に
羽は
ぶ
た二
重え

織
物
の
技
術
が
伝
来
し
た
年
で
も
あ
る
。
以

降
、
羽
二
重
の
生
産
は
燎り
ょ
う
げ
ん原の
火ひ

の
ご
と
く

拡
大
し
、
福
井
は
世
界
的
な
産
地
へ
と
成
長

し
た
。
社
旗
を
掲
げ
、
羽
二
重
を
積
ん
だ
荷

車
が
連
日
こ
の
道
を
往
来
し
、
福
井
経
済
の

躍
進
を
支
え
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
29
年
に
北
陸
線
福
井
駅
が
開
業
す
る

と
物
流
の
主
役
は
鉄
道
へ
移
っ
た
が
、
こ
の

道
は
長
く
幹
線
道
路
と
し
て
機
能
し
続
け

た
。
昭
和
34
年
に
山
側
の
黒
崎
隧
道
（
延
長

97
ｍ
、
幅
６
・
５
ｍ
）
が
竣
工
し
、
現
在
の

国
道
８
号
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
阿
曽
隧
道

は
現
役
の
国
道
と
し
て
本
県
交
通
に
貢
献
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

 （
文　

奥
山
秀
範
）

竣工から時を経
た 大 正 期 の 姿

（敦賀側より望
む）　　　　 ▶︎

◀︎昭和 34 年竣
工当時の黒崎隧
道、右側に小さ
く交通標識と阿
曾隧道が写る


